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要約 

「本当の自分」を表す概念として Authenticity がある。Authenticity は，心理的な健康との関連が示されて

おり，その獲得はより適応的であると考えられることから注目が高まっている。本稿では，Authenticity が

心理療法においてどのような現象として位置付けられるかを検討した。まず，概念を明確にするために「本

当の自分」を探求する背景や，関連概念との比較をおこなった。次に，Authenticity の先行研究から

Authenticity の種類やその性質を検討した。さらに，心理療法に関する理論や実証研究で Authenticity が

どのように捉えられているか概観した。その結果，Authenticity は心理療法において，Trait authenticity と

State authenticity という 2 つの現象としてクライエントとセラピストの双方に体験されており，State 

authenticity は心理療法の促進要因になり得ることが考えられた。今後は心理療法における Authenticity の

実証的な研究が求められる。 
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I はじめに 

近年のインターネット社会の広がりで，「リアル

な私」や「SNS上での私」等これまでにはない多

様な自己像がみられるようになった。また，ワー

クライフバランスや教育現場において，自分らし

く生きることや個性が重要視され，自分のあり方

に対する注目が高まっている。このような中で，

何らかの自分自身における「本当の自分」に対す

る理解を得ることのニーズが高まっていると考え

られる。 

「本当の自分」は，英語では一般にAuthenticity

（真正性）と表現され，本当の自分として自分の

中核的な側面に沿って行動することと捉えられる。

国内の心理学研究では，本来感（sense of 

Authenticity）という概念が導入されており，伊

藤・小玉（2005）により「自分自身に感じる自分

の中核的な本当らしさの感覚の程度」と定義され

ている。心理学研究において「本当の自分」とい

うと，アイデンティティが想起されるかもしれな

いが，Authenticity や本来感はアイデンティティ

とは区別される概念である（伊藤，2006）。アイデ

ンティティは同一性，連続性，斉一性により定義

される社会的関連の高い概念であるが，

Authenticity や本来感はより内的に生じる主観的

な感覚である。Authenticity や本来感は心理的な

適応のために重要な概念として，人間の健康的で

適応的な側面に焦点を当てるポジティブ心理学の

文脈において注目が集まっており（伊藤，2006），

関連する研究は近年増加傾向にある（今枝，2017）。 

このAuthenticityは心理療法においても言及さ

れうるものである。例えば，クライエント中心療

法において， Rogers はクライエントの
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Authenticity の向上がウェルビーイングや適応的

な姿の鍵となると掲げている（Mørken, 2019）。

「本当の自分」の感覚は心理臨床においても重要

な概念であると考えられる。しかし，そもそも「本

当の自分」は「本当とは何か」という哲学的な問

いに始まるように，学術的な定義においても漠然

としたものになりやすい。ましてや心理療法とい

うプロセスの中でみられる「本当の自分」の感覚

は，より現象的な要素が絡んでくると考えられる。 

そこで，本稿ではさまざまな学問や理論を背景

にした「本当の自分」の概念を整理しながら，

Authenticity は心理療法においてどのようなもの

として位置付けられるか検討することを目的とす

る。 

ただし，先も述べたように「本当の自分」は主

観的な感覚であり，客観的に観測しえないもので

ある。そのため，伊藤（2006）は心理学研究にお

いて，「その人らしくあること」である本来性

（Authenticity）と区別して，「その人がその人ら

しくあると感じていること」を本来感（sense of 

Authenticity）と定義している。しかし，本稿では

客観的な測定は目的としていないため，本来性と

本来感のどちらも含めてAuthenticityを「本当の

自分」を表す概念として用いることとする。また，

本稿での「自分」は個人によって主観的に把握さ

れた自分自身としての自己と同義の意味として用

いている。 

 

Ⅱ 「本当の自分」とは何か 

まず，「本当の自分」がどのような概念なのかを

明確にするために，自分にまつわる多数の概念の

中で「本当の自分」がどのような文脈で用いられ

ているかを考察する。 

 

1．「本当の自分」探求の背景 

Authenticityという「本当の自分」に関する人々

の探求は，人は他の人や周りの物事とは区別され

て独立に存在するものと考える相互独立性を重視

した西欧文化圏で多くおこなわれてきた（Slabu, 

Lenton, Sedikides, & Bruder，2014）。西欧文化

圏ではAuthenticityは古くから多くの文化領域で

言及されており，今日の心理学的な Authenticity

は哲学分野から大きな影響を受けている（Kernis 

& Goldman，2006）。今日ではAuthenticityは文

化的理想としての地位を獲得しているが、その概

念は特に，18世紀に注目され始め，19 世紀に大き

く変容したと言われている（Ryan，2011）。この

Authenticity に関する探求の高まりは，近代とい

う社会体制が背景にあったと考えられる。西欧近

代の統一国家の社会体制において，もともとのキ

リスト教由来の一神教的価値観に加え，個人主義

や完全分業体制等も背景に，自己の単一的なあり

方が志向されてきた。例えば，近代に成立したア

イデンティティ理論において， Erikson

（1959/2011）は，アイデンティティとは個人の奥

底に位置付けられたものであり，その人自身の内

的同一性と連続性は変化することがないと指摘し

ている。このように，単一的な自己像が前提とし

てあったために，「本当の自分」というものがより

求められてきたと考えられる。 

日本では，西欧文化とは異なり自己と他者の協

調関係を重視した相互協調型の文化観であり，単

一的な自己として本当の自分の姿はあまり意識さ

れることがなかったと考えられる。しかし，近年

のポストモダン社会における共同体の解体や，イ

ンターネット社会の普及等の社会構造の変容を背

景とした断片化した社会（Taylor，1992/2004）の

中で，個人のあり方も変容してきた。例えば，浅

野（2009）や土井（2009）は現代の若者の間の「自

己の断片化」という社会現象を指摘する。浅野

（2009）によれば，現代の若者は自己をその場ご

とに適応させることで，それぞれの関係性ごとに

異なる自分らしさを感じているという。このよう

な状況志向的な自己のあり方を多元的自己あるい

は多元的アイデンティティと称している。また，

浅野がコミュニケーションに着目している一方で，
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土井（2009）は，自己の断片化は，自分らしさや

個性を強迫的に自分自身の内部に探し求めた結果

であるという。土井（2009）は，現代の若者は個

性や自分らしさを，生まれつき自分の中にあって，

発見されることを待っている何か，というイメー

ジで捉えていると見立てている。 

この自己の多元化が現代特有な現象かどうかは

定かではない（浅野，2009）が，現代はコミュニ

ケーションの広がりから自己のあり方が多元化し，

逆説的に本当の自分というものに注目が集まるよ

うになっていると考えられる。 

Slabu et al.（2014）は，アメリカ，中国，インド，

シンガポールにおける異文化間研究において，自

己の構成や思考様式の文化差からAuthenticityに

対する評価に差があることを指摘しているが，

Authenticity の感覚には普遍性があることを示唆

している。Authenticity の探求は西欧的な価値観

にはじまるところが大きいが，日本においてもそ

の感覚は普遍的に経験されうるものだと考えらえ

る。 

 

2．「本当の自分」と関連概念との比較 

伊藤（2006）は，本来感を「自己についての感

覚的な要素，ならびにその獲得が目指される動機

づけのひとつである」と自己研究の中で位置付け

ている。本節では，「本当の自分」というものが，

自己の中でどのように位置付けられるものなのか，

様々な概念と比較しながら検討する。 

1）本当の自分と自己主体感 

Gallagher（2000）によれば，自己はナラティブ

セルフとミニマルセルフから構成されていると考

えられている。ナラティブセルフとは，自分や他

人が語る様々な物語の中で過去から未来にわたり

一貫して存在する自己のことであり，主にエピソ

ード記憶や自伝的記憶が基礎となる。一方，ミニ

マルセルフとは，即時的な経験の主体としての自

分についての意識であり，脳のプロセスと生態学

的に埋め込まれた身体に依存している。ミニマル

セルフには自己主体感，自己所有感等が含まれて

いる。自己主体感は，ある行為を自分自身で行な

っているという感覚であり，自己所有感は，自分

の身体が自分のものであると感じることである。 

中でも自己主体感は精神疾患との関連が示され

ており，自己意識の病といわれる統合失調症のさ

せられ体験では，自己主体感における精神誤帰属

が起きているといわれている。黒川・下田（2013）

の研究では，この精神誤帰属と本来感の関連性が

見られなかったため，外的刺激に関連する自己主

体感と内的属性を有する本来感は，異なる構成要

素を持つ心理的機能であることが指摘されている。

このように，本当の自分の感覚は主体感とは区別

される感覚であることが検討される。 

2）本当の自分と自己の多面性 

自己は常に一つのものではなく，状況ごとに異

なる自己になることが肯定的に受け取られること

がある。Linville（1987）は自己概念が多くの側面

に分けられている自己複雑性（self-complexity）が

高い人はストレスを感じにくいと指摘している。 

近年のアイデンティティ研究においては，従来

のアイデンティティ拡散とは異なる，多元的アイ

デンティティのあり方が指摘されている（木谷・

岡本, 2018）。従来であれば自我同一性を獲得する

ことが精神的な健康と関連していたが，多元的な

アイデンティティであっても高い精神的健康を示

すことがあるようである。このような中で，

Gergen（1991）は，ポストモダン社会において異

なる状況ごとに異なった自己を振る舞う傾向が促

進されていると指摘し，このような自己を飽和し

た自己（Saturated Self）と称し，個人内で首尾一

貫して矛盾のない本当の自分という概念に疑問を

抱くようになると指摘している。 

多元化する自己のあり方に対し，田島（2022）

は自己の階層性に着目し，場面ごとに複数の自己

に加えて，その背後に「本当の自分」を感じる部

分がある重層的な自己と，場面ごとの複数の自己

が多面的に並んでいる単層的な自己を想定してい



98 お茶の水女子大学心理臨床相談センター紀要 第 24 号 2022 年  

 

る。また，Tuner（1976）は，自己を状況やイメー

ジで容易に変化する「自己イメージ」と，行為に

よって一貫した方向性を得る「自己観念」に分類

する。 

これらのことから，「本当の自分」は自己の中で

必ずしも一貫したものとして常に存在しているの

ではなく，多面的な自己概念とは異なるものある

と考えられる。 

3）本当の自分と自己受容 

本当の自分があれば，その反対に，本当ではな

い自分（Inauthenticity）の状態が想定される。

Inauthenticity の状態とは，例えば自己疎外や自

分を見失った状態があげられる。このような

Inauthenticity な状態から，Authenticity に至る

過程は，理想自己と現実自己を一致させる自己受

容としても考えらる。 

折笠・庄司（2017）は本来感と自己受容の関係

性をレビューしている。自己受容の「自分自身の

いろいろな特徴を，あるがままに受け入れる，あ

るいは受け入れない態度や感情である」（上田, 

1996）という定義を挙げながら，自己の価値判断

の基準を社会的な面ではなく主観的な感覚におい

ているという点で，自己受容と本来感は近接の概

念であることを指摘する。しかし，自己受容もま

た確立した定義がなく，その概念間の違いについ

ても明らかになっていないため，今後その相違に

ついて研究することが求められている。 

 

Ⅲ Authenticityの種類 

これまでAuthenticityに対する関心は低くなか

ったものの，「本当の自分」を概念的に定義するこ

とが不可能である等の理由から，Authenticity に

関する実証的な研究は発展を見ぬまま挫折してき

た過去がある（Leary，2003）。しかし，最近では，

ポジティブ心理学の隆盛もあり，どのような社会

的場面で Authenticity が促進されるかや，

Authenticity の機能はどのようなものか等，社会

心理学や心理学領域で実証研究が盛んになってき

ている（Hopwood et al.，2021）。 

Authenticity に関する実証的な研究では，本当

の自分であるためにどのようにあるべきかという

ことを明確に定義することで，定量的研究が行わ

れている（Hopwood et al.，2021）。その方向性と

して2つの側面がある。一つはAuthenticityであ

ろうとする一般的性質を測定しようとするものと，

もう一つは特定の役割や関係性において

Authenticity であろうとする傾向を測定するもの

である。このような 2 つの側面は，特性的な

Authenticity（Trait authenticity）と即時的な

Authenticity（State authenticity）として分類さ

れる。Trait authenticityは本当の自分らしさの感

覚を長期間に連続的に現れる個人の特性として捉

えたものである。一方,  State authenticity では，

本当の自分の感覚は短時間に状況依存的に生じる

現象として理解される（Lenton, Bruder, Slabu, & 

Sedikides，2013）。State authenticity は，現前性

をより評価したものであり，このような体験は，

より一般的で身近な経験であることが示されてい

る（Lenton et al.，2013）。 

 

1．Trait authenticity 

Hopwood et al.（2021）によれば，Authenticity

は内的な心理的側面と，外的な行動的側面という

複合的な構成要素を持つものと述べている。内的

側面には，自己認識，社会的認知の正確さ，内省

の能力等，自分らしい行動を支える心理的機能が

含まれる。外的側面には，社会的状況における非

言語的・言語的コミュニケーション等がある。 

Trait authenticity の実証研究は，このような

Authenticity の要素に対し，自分が日常的にどの

程度，Authenticity を示すとされる一連の基準に

沿って感じ，考え，行動しているかを自己回答式

に評価することで行われる。 

例えば，Kernis & Goldman（2006）は自己決

定理論等をもとにしながら，Authenticity を多成

分概念化している。この研究では，Authenticityは
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「日常生活において本当の自分が妨げられること

なく作動すること」と定義され，Authenticity は

次のような 4 つの独立したプロセスによって構成

されていると示している。⑴自己認識（Self-

awareness）：自分の感情，行動，嗜好，能力に対

する信頼と理解 ⑵偏りのない評価（Unbiased 

processing）：否定や非難なしに長所や短所を評価

する明確さ ⑶行動（Behavior）：非難や否定を受

けるリスクがあったとしても自分自身の欲求や価

値に純粋に行動すること ⑷関係の方向性

（Relational orientation）：本質的にオープンで正

直で親密な関係性。このような側面から，普段の

行動が自分の価値を反映しているかどうかを評価

している。 

また，Wood, Linley, Maltby, Baliousis, & 

Joseph（2008）は，Authenticityを自己の内的経

験，内的経験の正確な認識，および内的経験に対

する動機づけのプロセスとして概念化している。

具体的には，Authenticity であるためには，人の

行動は，本人が自覚している個人の価値観，好み，

信念，動機と一致していなければならないとして

いる。そして，「自己疎外（Self-alienation）」「本

来の生き方（Authentic Living）」「外的影響の受容

（Accepting External Influence）」の3つの構成

要素からなるThe Authenticity Scaleを作成して

いる。 

これらの Trait authenticity は，ウェルビーイ

ングや自尊心（伊藤・小玉, 2005），自律性の向上

（Ryan & Ryan，2019）等様々な社会的機能，幸

福感，適応に対して関連性が示されており，より

獲得されるべき適応的な特性であると考えられて

いる。 

 

2．State authenticity 

State authenticity に関する研究は比較的新し

い。Trait authenticity とState authenticityの関

連性は低いことが示されており， Trait 

authenticity は単なる State authenticity の経験

の集合体ではなく，質的に区別されるものである

ことが考えられている（Sedikides, Slabu, Lenton, 

& Thomaes, 2017）。 

State authenticityは，自己表象，価値観，認知，

感情，規範等の内的基準に適合する行動から生じ

ると理論化されてきた。State authenticityは「現

在，自分の本当（real）の，あるいは本物（genuine）

の自己と同期しているという経験（Sedikides et 

al. ， 2017 ）」と定義され，日常における

InauthenticityとAuthenticityの経験についての

語りや，前の日の出来事を回顧的に報告すること

でその経験を評価することや，スマートフォンの

アプリを用いてその瞬間の状況に対する評価をし

てもらう経験サンプリングすることによって調査

されている（ Sedikides, Lenton, Slabu, & 

Thomaes，2019）。その結果，State authenticity

は低覚醒でポジティブな感情（満足やリラックス）

や，より高い自尊感情，公的・私的自己意識の低

さと関連していることが示されている。 

また，State authenticityは心理的健康をもたら

すことも検討されており（Lenton et al.，2013），

今後，State authenticityを促進することが臨床的

介入になりうることが示唆される。どのような心

理的機能に対し効果があるかや，いつ，どのよう

に本当の自分の感覚が経験され，どのような結果

を誘発するかを特定することが期待されている

（Sedikides et al.，2017）。 

 

Ⅳ 心理療法におけるAuthenticity 

Authenticity の概念は，臨床心理学において，

人間の状態を理解するために不可欠であると考え

られる（Ryan，2011）。特に，Rogersによるクラ

イエント中心療法においてAuthenticityの概念が

重要視されている。また，加速化体験力動療法

（ Accelerated Experiential Psychotherapy ：

AEDPと略記）は感情変容のプロセスを重視した

心理療法であり，心理療法過程における状態変容

の段階が細かく体系化されている。AEDP におい
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て，変容とは真の自己に至ることであるとされ，

このような体験を真の自己体験として概念化して

いる。 

そこで本節では，よりAuthenticityが理論化さ

れていると考えられる，クライエント中心療法と

AEDP において Authenticity がどのような現象

として考えられているか検討する。また，心理療

法において治療関係は重要な要素と考えられるた

め，治療関係の文脈においてAuthenticityがどの

ように捉えらえているか概観する。 

 

1．心理療法理論 

1）クライエント中心療法 

クライエント中心療法では心理的問題を「完全

に機能する人間」を目指し成長していくという実

現化傾向に対する阻害によって生じると考えた。

完全に機能する人間は，生来的に獲得されてきた

真の自分と自己概念を同調させることで達成され

る。その結果，経験に対し開放的であり，順応性

と柔軟性があり，自己を流動的なものとして経験

できるようになるとされる（Brazil，2016）。クラ

イエントは歪曲することなく認知された自分の体

験全てに立脚するようになることで，「真の」自己

であると感じられるようになるのである（Rogers，

1951/2011）。 

このようにクライエント中心療法では，クライ

エントのAuthenticityの向上が心理療法における

中心的な成果であり目的であると考えられている

（Mørken, 2019）。Rogers は Authenticity の向

上を自己一致と称しており，Authenticity は，純

粋性と誠実さを特徴とする，内的信念と外的行動

が一致した状態である自己一致の一側面として，

ほぼ同義の概念であると考えられている。中には，

自己一致における純粋性等は静的な主体を想定す

るが，Authenticity は自己創造や自己超越の絶え

間ない動きを必要とする（Golomb，1995）として，

自己一致とAuthenticityとを同義とするべきでは

ないという指摘もみられる。 

また，クライエント中心療法では，個人の主観

的見解を重視し，セラピストはクライエントの内

的世界（記憶，感覚，認知，意味づけ）の枠組みに

近づくことを必要とする（Dryden & Mytton，

1999/2005）。そのために，Rogersはクライエント

の変容を作用するセラピストの 6 つの条件をあげ

るが，その 1 つとして自己一致つまりは，セラピ

ストの資質としてもAuthenticityが重要視されて

いる。 

2）AEDP 

AEDPでは，セラピストによる深い関与と感情

促進を通して，クライエントは本質的な真の自己

へと変容することが目指されている。Fosha

（2000/ 2017）によれば，この真の自己とは体験

的な構成概念であり，具体的に存在するものでは

ないとするが，心理療法の中で，その瞬間の真実

で本質的な自己体験は存在し，その体験こそが探

求の対象となると述べる。 

AEDPでは治療過程における感情変容のプロセ

スを 4 段階のステイト（状態）に理論化している

（花川，2022）。ステイト 1 は不安や防衛の高い

状態であり，一方で自己治癒力や成長といったト

ランスフォーマンスの芽が見られる。不安や防衛

が下がり関係性が構築されたステイト 2 では，感

情のプロセシングが行われ，より深いコア感情を

体験できるようになる。ステイト 3 では，ステイ

ト 2 での感情の変容体験をふりかえるというメタ

プロセシングが行われ，変容感情を体験するとこ

とで更なる変容が起こる。最終ステイトであるス

テイト 4 では，自己感の統一が起こりコアステイ

トと真実の自己体験がなされる。このコアステイ

トの段階では，オープンさ，コンパッション，安

らぎ，「正しさ」の感覚，「これが自分だ」と感じ

られる，「真実の感覚」等が体験されるとともに，

自己感の統合が起こることで「まとまりのある人

生の自叙伝」が紡ぎあげられる（花川，2022）。

Fosha（2005）によればコアステイトの状態は，

「まさに自分がいつもそうであると知っている存
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在であるという経験を − 一瞬でも − する」こと

であるとし，この瞬間的経験はAuthenticityの道

しるべとなると述べる。 

このような真の自己体験に至るためには，誰か

が自分自身について理解したという認識を得ると

いう真の他者体験が必要とされる。そして，コア

ステイトが達成されることで，クライエントとセ

ラピストは対等な関係性で一緒にいるように感じ

られるようになり，セラピストがリードすること

なく心理療法が進み，クライエントに生じた治療

的変化が根付くようになる（Fosha，2004）。 

3）心理療法のアウトカムとしてのAuthenticity 

最近では認知行動療法の第３世代においてマイ

ンドフルネスやアクセプタンス＆コミットメン

ト・セラピー（ACT）が台頭しているが，マイン

ドフルネスであることとAuthenticityとの関連に

ついても指摘されている（Tohme & Joseph，

2020）。 

このように，Authenticity は心理療法の一つの

目標になりうることが考えられる。実際に，The 

Authenticity Scale（以下, AS）を使用した心理療

法のアウトカム研究もなされており，ASは，妥当

性と信頼性の確保されたアウトカム指標であるこ

とが示唆されている（Mørken，2019）。ただし，

Dunaugty（2002）はロジャーズの理論と比較し，

実存主義の立場から，Inauthenticity の状態もま

た生きるために必要な不安であり，Authenticity

に至ることが必ずしも「よい」目標ではないと指

摘する。しかし，Authenticity の探求それ自体は

クライエントにとって，現実の意味や目的を明ら

かにすることであり，Authenticity であろうと努

力を続けることは心理療法の目標になりうると結

論づけている。 

 

2．治療関係とAuthenticity 

近年の心理療法理論において，クライエントと

セラピストの治療関係の治療的価値に注目が集ま

っている。Kim, Joseph, & Price（2020）は，関

係性の深さ（Relational Depth）はクライエント

中心療法における，よく機能する人間になるため

の変化をもたらすか検証することを目的に量的研

究を行った。その結果，関係性の深さをより多く

体験することとクライエントの無条件の肯定的な

自己認識と Trait authenticity（本文内では

Authenticity と表記されているが，著者は Trait 

authenticity と解釈した）の 3 つが関連すること

が示された。このことは，治療関係がクライエン

トの Authenticity を高めることを示唆している。 

また治療関係の文脈において，Gelso（2011）は

セラピストとクライエントの治療関係の基礎とな

るReal Relationship は「純粋性」と「現実性」と

いう相互に関連する 2 つの重要な要素で構成され

ていると仮定する。純粋性はAuthenticityと関連

した概念と考えられているため，治療の結果を左

右する関係性の構築において，セラピストの

Authenticityの重要性も強調されている。 

このように，Authenticity は心理療法において

セラピストとしての資質や，クライエントの

Authenticity という治療的なアウトカムとして

様々な場面で言及されている。 

Minnillo（2008）の研究では，心理療法におい

てセラピストがAuthenticityをどのように概念化

しているかをグラウンテッドセオリーアプローチ

で分析している。その結果，セラピストとクライ

エントのAuthenticityの相互作用がポジティブな

治療結果を促すことを示している。一方で Ryan

（2011）は，心理療法においてAuthenticityがど

のように構築され，それにどのような倫理的な意

義があるのか検討することを目的に，セラピスト

によるAuthenticityの語りをディスコース分析し

ている。その結果，セラピストはAuthenticityに

関する幾つかの解釈のレパートリーを用いながら，

自らのセラピストとしてのアイデンティティを確

立し，クライエントとの関係を交渉している可能

性が示唆された。一方で，このことは，セラピス

トはAuthenticityの状態であるが，クライエント
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は Inauthenticity の 状 態 で あ る と い う

「Authenticity の理想像」を形成していることを

示唆している。この理想によって，心理療法を人

間中心主義的な「自己統一」として位置付けやす

い傾向があるとし，クライエントの背後にある社

会的・関係的困難を過小評価する可能性が指摘さ

れている。 

 

Ⅴ 考察 

1． 心理療法におけるTrait authenticity 

これまでの「本当の自分」に関する検討を整理

すると，Authenticity は一次元的に捉えられるよ

うなものではなく，より多次元的で現象的な性質

を持ったものであると考察される。Authenticity

には Trait authenticity と State authenticity と

いう 2 つの性質を持つものがあると考えられてい

るが，それぞれ本質的に異なる状態像であること

も検討される。 

では心理療法においてこの 2 つはどのように現

れているのだろうか。セラピストの資質や心理療

法のアウトカムとしてのAuthenticityは，より持

続的にその人の特性として捉えることが求められ

ているため，Trait authenticity として捉えること

ができるであろう。 

ただし，例えばクライエント中心療法における

自己受容を果たし，完全に機能する人間の姿のよ

うなアウトカムとして目指される姿は，Rogersが

言うようにあくまで理想としての仮定の姿でもあ

る（Dryden & Mytton，1999/2005）。つまり，心

理療法において実存的に一貫した本当の自分が達

成されるわけではないし，常に自分らしく本当の

自分であることが目指されているわけでもない。

私たちは複雑な存在であり，常に多面的な自己概

念を持って存在している。 

心理療法という場は，クライエント視点の言葉

を借りれば，心理的問題の現れとして，「自分を見

失った」状態にある者が多いのかもしれない。橋

本・横山（2006）の研究において，統合失調症と

いう「病い」に対する認識変化プロセスを当事者

視点で質的に研究しているが，その最終段階にお

いて過去と未来の中に自分を位置付け，自分自身

を大切にできるようになると同時に，他者とのつ

ながりを大切にする「開かれた私」という姿が示

されている。病いからの主観的な回復として，自

分自身における意味付けが変容するように，心理

療法においても，自分を見失った状態から，自分

自身の意味付けが変容することで新たに，あるい

は再び「本当の自分」と出会うのではなかろうか。

そして，「本当の自分」となることは，自分の中に

つながりを見出し，自分に対する語りが次々に紡

ぎ出されるような状態になるとも考えられる。ク

ライエントは「見失われた自分」から，心理療法

の中で「本当の自分」を見つけ出し，ナラティブ

セルフを再構築することで Trait authenticity を

獲得しているのではないかと考えられる。 

 

2．心理療法におけるState authenticity 

AEDPの理論に基づけば，治療関係のうちに真

の他者体験をすることで，瞬間的な真の自己体験

を経験するという。この体験は，より状況依存的

に即時的に経験され，さらに，自分に開かれた体

験であることから，State authenticity的な体験で

あると捉えることができる。心理療法では，クラ

イエントの変容の最終段階で State authenticity

を感じる体験がなされていると考えられる。

AEDP では，このような真の体験をすることで，

治療的変化の定着が促されるのであり，State 

authenticity はより治療の促進的な要因であるこ

とが考えられる。 

また，State authenticityの体験は外的な言動と

内的な感覚が一致することで感じられるものであ

り，自己をめぐる自己理解や内省が必要とされる。

そのため，心理療法では，深い治療関係の中で，

クライエントの自己理解が促された時，State 

authenticity を体験することができると考えられ

る。例えば，自己理解が促される時とは，気づき
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や洞察をあげることができるであろう。 

こ の よ う に 心 理 療 法 に お け る State 

authenticity は，セラピストとクライエントの深

い治療関係を前提に，洞察や気づきを得ることに

よって経験されるのであり，「本当の自分」に出会

う経験を積むことで，最終的にTrait authenticity

のようなナラティブセルフが再び紡ぎ出されてい

ると考えられる。 

したがってこのようなことから，心理療法にお

いて State authenticity を経験することは，変化

の定着を促す治療的促進要因になりうることが検

討される。そのため，どのようにしてセラピスト

がそれを捉えているかや，どのように生じている

か等実証的に研究していくことは有用であると考

えられる。 

 

3．今後の研究課題 

今後の研究課題として，3 つの点を挙げる。第

１に，心理療法において State authenticity と

Trait authenticity という 2 つの現象が生じてい

ると考えられるが，心理療法研究において，この

ようなState authenticityとTrait authenticityを

捉えた実証的な研究はないということである。心

理療法では，その治療的変化において

Authenticity は重要な概念であると考えられるが，

State authenticity は概念的位置付けが明確では

ない。今後は，気づきや洞察を通して経験されう

る現象をより質的に分析していくことが求められ

るであろう。また，State authenticityはクライエ

ント自身の主観的経験であるが，そのようなクラ

イエントの体験にセラピストがどのように介入し

ているかも明らかにすることが求められる。 

第2に，State authenticityとTrait authenticity

の関連が明確化されていないという点である。心

理療法においては，State authenticityの経験を積

むことで，最終的に Trait authenticity の傾向に

近づくことが検討される。しかし，その間にどの

ような変化があるかや，つながりがあるかについ

て今後検討することが求められる。 

第 3 に，これまでの心理療法における

Authenticity の実証的な研究はセラピスト視点か

らの経験的な知見を分析した研究がほとんどであ

る点である。Authenticity はセラピストにとって

も必要な概念であると考えられるが，一方で

Authenticity はクライエントの主観的な経験とし

ても現れている。そのため，クライエント視点で

その経験を捉えることも必要となるであろう。ク

ライエントから心理療法での経験をインタビュー

することは容易なことではないが，対人プロセス

想起法（IPR）等の分析方法を用いることでそのハ

ードルを越えることができると考えられる。 

心理療法理論の蓄積や「本当の自分」の感覚に

対するより本質的な理解を得るためにも，今後セ

ラピストとクライエントの間でAuthenticityの体

験がどのように捉えられているか実証していくこ

とが求められる。 

 

＜付記＞ 本研究の着想や AEDP 等の心理療法理論に関

してご指導を賜りました岩壁茂先生に深く感謝申し上

げます。 
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